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当社第82期中間事業報告書をお届けするにあたり、一言ご挨拶

申しあげます。

当上半期のわが国経済は、これまで景気を牽引してきたＩＴ（情

報技術）関連産業の失速による設備投資の落ち込みと、雇用不安を

背景とした個人消費の低迷が顕著となり、景気は後退局面に入りま

した。

当社の主要な得意先の自動車産業は、個人消費の低迷により、上

半期の国内販売台数は2,812千台で前年同期比0.3％の減少となり

ました。また、完成車輸出は欧米景気の低迷と、自動車メーカーの

現地生産の拡大により2,083千台で前年同期比7.8％の減少となり

ました。この結果、当上半期の国内生産台数は4,765千台で前年同

期比2.8％の減少となりました。

もう一方の主たる得意先の情報機器関連産業は、米国を中心とす

るＩＴ関連製品の需要の落ち込みにより、生産・在庫調整が加速し

ました。

このような厳しい状況のもとで、当社は一段と活発な営業活動を

展開し、拡販に努めましたが、景気後退および製品の単価下落の影

響を強く受け、当上半期の売上高は68,902百万円で前年同期比8.9%

の減収となりました。また、収益面では全社一丸となって収益向上

に努めましたが、売上高の減少の影響が大きく、経常利益は受取配

当金の大幅な増加にもかかわらず1,365百万円で前年同期比31.4%

の減益となりました。

なお、中間配当金は、11月16日開催の取締役会において1株につ

き3円とすることに決定させていただきました。

今後の経済動向は、米国景気の停滞とともに国内においてデフレ

の進行、内需の一段の冷え込み、雇用情勢のさらなる悪化が見込ま

れ、さらに不透明感を増すことが予想されます。

当社はこのように非常に厳しい環境の中で、株主の皆さまのご期

待に応えるために、ユーザーにとって魅力ある製品を提供するとと

もに、徹底した原価低減活動を行うことで収益向上に努める所存で

あります。

株主の皆さまのご支援に対し、厚くお礼申しあげますとともに、

今後とも一層のご鞭撻を賜りますようお願い申しあげます。

平成13年12月

取締役会長　

取締役社長　

1 2

懸架ばね部門� 25.4％�

シート部門� 34.0％�

精密ばね部門� 29.5％�

産機・情報セキュリティ部門� 11.1％�

売上高構成比�
　当上半期における各部門の営業の概況をご報告申しあげます。�

�

�

　当部門の製品は、板ばね、巻ばね、スタビライザ、トーションバーなどであります。�

　売上高は18,455百万円で前年同期比2.3％の増収となりました。�

�

�

�

　当部門の製品は、自動車用シート・内装品およびその関連部品であります。�

　売上高は24,735百万円で前年同期比10.5％の増収となりました。�

�

�

�

�

�

　当部門の主な製品は、ＨＤＤ(ハードディスクドライブ)用部品、線ばね、薄板ばね、�

精密接合品、精密加工品などであります。�

　売上高は21,432百万円で前年同期比0.1％の増収となりました。�

�

�

�

 �

　当部門の主な製品は、ろう付製品、セラミック製品、配管支持装置、駐車装置、ポリ�

ウレタン製品、プリント配線板および情報セキュリティ関連製品であります。�

　売上高は8,055百万円で前年同期比14.1％の増収となりました。�

�

�
�
（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。�
�

ごあいさつ� 営業の概況�

取締役社長 �

佐々木謙二�
取締役会長�
前田次啓�

　当社第83期中間事業報告書をお届けするにあたり、一言ご挨拶

申しあげます。�

　当上半期のわが国経済は、前半は輸出主導による回復の兆しも見

られましたが、後半に入り世界同時株安、不良債権問題等による先

行き不安から設備投資や個人消費が低迷し、景気の本格的な回復に

は程遠い状況が続きました。�

　当社の主要な得意先であります自動車産業は、景気低迷の影響を

受け、国内販売は2,780千台で前年同期比0.8％の減少となりました。

一方、完成車輸出は、米国市場における販売の好調等の影響により

2,356千台で前年同期比13.1％の増加となりました。この結果、当

上半期の国内生産台数は、4,991千台で前年同期比4.7％の増加とな

りました。�

　また、もう一方の主たる得意先であります情報機器関連産業は、

一部には需要回復の兆しも見られましたが、全般的には昨年度から

続く需要停滞の影響を受け厳しい事業環境で推移しました。�

　このような状況の中で、当社は活発な営業活動を展開しました結果、

国内自動車生産台数の増加もあり、当上半期の売上高は72,679百

万円で前年同期比5.5％の増収となりました。また、収益面では売

上高の増加に加え、徹底した原価低減活動の効果により、経常利益

は2,343百万円で前年同期比71.7％の増益となりました。この結果、

当期利益は1,649百万円で前年同期比87.4％の増益となりました。�

　なお、中間配当金は、11月14日に開催の取締役会において1株に

つき3円とすることに決定させていただきました。�

　今後の経済動向は、国内景気がますます不透明感を増す状況に加

えて、米国景気停滞の長期化も懸念され、当面の経営環境は厳しい

状況が継続すると予想されます。当社はこのような環境の中で、株

主の皆さまのご期待に応えるために、ユーザーにとって魅力ある製

品を提供するとともに、徹底した原価低減活動を行うことで収益向

上に努める所存であります。�

　株主の皆さまのご支援に対し、厚く御礼申しあげますとともに、

今後とも一層のご鞭撻を賜りますようお願い申しあげます。�

�

　平成14年12月�

�
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《資産の部》�

流 動 資 産�

現 金 及 び 預 金�

受取手形・売掛金�

有 価 証 券�

棚 卸 資 産�

そ の 他�

貸 倒 引 当 金�

�

固 定 資 産�

有形固定資産�

建 物 ・ 構 築 物�

機 械 装 置�

土 地�

建 設 仮 勘 定�

そ の 他�

無形固定資産�

投 　 資 　 等�

投 資 有 価 証 券�

子 会 社 株 式�

そ の 他�

貸 倒 引 当 金�

資 産 合 計�

 169,320 

 67,130 

 10,592 

 41,312 

 － 

 8,602 

 6,877 

 △255 

 102,190 

 63,665 

 26,182 

 20,314 

 12,589 

 1,814 

 2,764 

 900 

 37,624 

 22,836 

 9,869 

 5,032 

 △113 

 169,320 

科　　　　　目�

中間貸借対照表�
82期�

平成14年3月末�

169,797

67,066

13,139

38,146

499

8,515

6,890

△125

102,730

64,565

25,352

21,068

11,812

3,433

2,898

823

37,342

21,468

10,184

5,849

△160

169,797

82期中間�
平成13年9月末�

162,967 

60,086 

5,443 

36,504 

－ 

9,450 

8,955 

△268 

102,880 

61,176 

25,364 

18,903 

12,589 

1,840 

2,477 

872 

40,831 

24,001 

9,506 

7,446 

△123 

162,967 

83期中間�
平成14年9月末�

《負債の部》�

流 動 負 債�

支払手形・買掛金�

短 期 借 入 金�

一 年 内 償 還 社 債�

そ の 他�

固 定 負 債�

社 債�

長 期 借 入 金�

退 職 給 付 引 当 金�

�

《資本の部》�
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資 本 準 備 金�

利 益 剰 余 金�

利 益 準 備 金�

任 意 積 立 金�

当 期 未 処 分 利 益�

（うち当期利益)�

評 価 差 額 金�

自 己 株 式�

負 債 及 び 資 本 合 計�

 111,352 

 69,935 

 35,918 

 18,206 
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 10,810 

 41,416 
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 17,978 

 15,438 
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 16,942 

 16,942 
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 △4 
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科　　　　　目� 82期�
平成14年3月末�
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62,363
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－
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売 上 高�

売 上 原 価�
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営 業 外 費 用�

経 常 利 益�
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平成14年4月　
～平成14年9月�
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－
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82期中間�
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 980 

 △629 

 1,810 

 10,814 

 732  

11,892 

82期�
平成13年4月　
～平成14年3月�

（単位：百万円）�

単独情報�



3 4

《資産の部》�

流 動 資 産�

現 金 及 び 預 金�

受取手形・売掛金�

有 価 証 券�

棚 卸 資 産�

そ の 他�

貸 倒 引 当 金�

�

固 定 資 産�

有形固定資産�

建 物 ・ 構 築 物�

機 械 装 置�

土 地�

建 設 仮 勘 定�

そ の 他�

無形固定資産�

投 　 資 　 等�

投 資 有 価 証 券�

子 会 社 株 式�

そ の 他�

貸 倒 引 当 金�

資 産 合 計�

 169,320 

 67,130 

 10,592 

 41,312 

 － 

 8,602 

 6,877 

 △255 

 102,190 

 63,665 

 26,182 

 20,314 

 12,589 

 1,814 

 2,764 

 900 

 37,624 

 22,836 

 9,869 

 5,032 

 △113 

 169,320 

科　　　　　目�

中間貸借対照表�
82期�

平成14年3月末�

169,797

67,066

13,139

38,146

499

8,515

6,890

△125

102,730

64,565

25,352

21,068

11,812

3,433

2,898

823

37,342

21,468

10,184

5,849

△160

169,797

82期中間�
平成13年9月末�

162,967 

60,086 

5,443 

36,504 

－ 

9,450 

8,955 

△268 

102,880 

61,176 

25,364 

18,903 

12,589 

1,840 

2,477 

872 

40,831 

24,001 

9,506 

7,446 

△123 

162,967 

83期中間�
平成14年9月末�

《負債の部》�

流 動 負 債�

支払手形・買掛金�

短 期 借 入 金�

一 年 内 償 還 社 債�

そ の 他�

固 定 負 債�

社 債�

長 期 借 入 金�

退 職 給 付 引 当 金�

�

《資本の部》�

資 本 金�

資 本 剰 余 金�

資 本 準 備 金�

利 益 剰 余 金�

利 益 準 備 金�

任 意 積 立 金�

当 期 未 処 分 利 益�

（うち当期利益)�

評 価 差 額 金�

自 己 株 式�

負 債 及 び 資 本 合 計�

 111,352 

 69,935 

 35,918 

 18,206 

 5,000 

 10,810 

 41,416 

 8,000 

 17,978 

 15,438 

 57,968 

 17,009 

 16,942 

 16,942 

 20,412 

 3,633 

 4,886 

 11,892 

 (1,810) 

 3,607 

 △4 

 169,320 

科　　　　　目� 82期�
平成14年3月末�

112,440

62,363

34,116

17,505

－

10,740

50,077

13,000

21,551

15,525

57,357

17,009

16,942

16,942

20,214

3,633

4,886

11,694

(879)

3,190

△0

169,797

82期中間�
平成13年9月末�

 104,534 

 68,454 

 27,111 

 21,316 

 9,000 

 11,026 

 36,080 

 4,000 

 16,355 

 15,725 

 58,432 

 17,009 

 16,942 

 16,942 

 21,273 

 3,633 

 4,727 

 12,911 

 (1,649) 

 3,227 

 △20 

 162,967 

83期中間�
平成14年9月末�

（単位：百万円）�

売 上 高�

売 上 原 価�

販売費及び一般管理費�

営 業 利 益�

営 業 外 収 益�

営 業 外 費 用�

経 常 利 益�

特 別 利 益�

特 別 損 失�

税引前当期利益�

法人税､ 住民税及び事業税�

法 人 税 等 調 整 額�

当　期　利　益�

前 期 繰 越 利 益�

中 間 配 当 額�

当 期 未 処 分 利 益�

 72,679 

 63,547 

 6,979 

 2,152 

 1,945 

 1,753 

 2,343 

 24 

 28 

 2,339 

 2,080 

 △1,389 

 1,649 

 11,262 

－ 

 12,911 

科　　　　　目�

中間損益計算書�
83期中間�
平成14年4月　
～平成14年9月�

68,902

61,760

6,848

293

2,152

1,081

1,365

86

235

1,216

855

△518

879

10,814

－

11,694

82期中間�
平成13年4月　
～平成13年9月�

 142,741 

 126,257 

 14,090 

 2,393 

 2,975 

 2,088 

 3,280 

 581 

 1,701 

 2,160 

 980 

 △629 

 1,810 

 10,814 

 732  

11,892 

82期�
平成13年4月　
～平成14年3月�

（単位：百万円）�

単独情報�
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●創　　業　昭和6年－芝浦スプリング製作所�

●会社設立　昭和14年9月8日�

●資 本 金　170億956万6,312円�

●従業員数　3,783名�

●主要製品　【懸架ばね部門】�
板ばね、巻ばね、スタビライザ、トーションバー、
スタビライザリンク、ラジアスロッド、アキュム
レータ、ガススプリング、サスペンションア－ム、
スタビリンカー�
【シート部門】�
自動車用シート、シ－ト用機構部品（リクライニ
ング、安全部品）および内装品（サンシェ－ド、�
トノカバ－）�
【精密ばね部門】�
ＨＤＤ用部品（サスペンションおよび機構部品）、
線ばね、薄板ばね、液晶・半導体検査用プロ－ブ
ユニット、精密接合品、精密加工品、応用機能ユ
ニット�
【産機部門】�
ろう付製品、セラミック製品、配管支持装置、駐
車装置、ポリウレタン製品、プリント配線板�
【情報セキュリティ部門】�
セキュリティシステム、警備端末機、磁気カード
リーダライタ、偽造防止システム、設計支援ソフ
トウェア�

●事 業 所　【本社・横浜事業所】�
横浜市金沢区福浦3丁目10番地�
【東京分館】�
東京都千代田区内幸町一丁目2番2号�
（日比谷ダイビル）�
【支店・営業所】�
横浜分室、北関東（群馬県）、浜松（静岡県）、名古屋、
大阪、広島、福岡、熊本�
【工　　場】�
横浜、群馬、太田（群馬県）、厚木（神奈川県）、伊勢
原（神奈川県）、伊那（長野県）、駒ヶ根（長野県）、
豊田（愛知県）、滋賀、野洲（滋賀県）�
�

発行する株式の総数 600,000,000 株�
発 行 済 株 式 総 数 244,066,144 株�
株 　 主 　 総 　 数 24,829 名�

三菱信託銀行退職給付信託大同特殊鋼口共同受託者�
日本マスタートラスト信託銀行㈱�

日商岩井㈱�

日本トラスティ・サービス信託銀行㈱（信託口）�

㈱みずほコーポレート銀行�

みずほ信託退職給付信託神戸製鋼所口再信託受託者�
資産管理サービス信託銀行㈱�

㈱横浜銀行�

日本マスタートラスト信託銀行㈱（信託口）�

日商岩井保険サービス㈱�

㈱UFJ銀行�

UFJ信託銀行㈱（信託勘定A口）�

30,892

19,029

13,349

11,932

9,504

7,406

7,282

6,432

6,395

6,098

12.7

7.8

5.5

4.9

3.9

3.0

3.0

2.6

2.6

2.5

会社の概要（平成14年9月30日現在）� 株式の概況（平成14年9月30日現在）�

取締役会長 前田　次啓�
取締役社長 佐々木謙ニ�
取締役副社長 石川　康宏�
取締役副社長 河村　公ニ�
専務取締役 宮田　忠男�
専務取締役 稲葉　恒夫�
専務取締役 峰岸　　甫�
常務取締役 鈴木　啓一�
常務取締役 藤田　一彦�
常務取締役 天木　武彦�
常務取締役 池田　勝一�
常務取締役 石川　隆重�
常務取締役 長澤　國雄�
常務取締役 重岡　　巌�
常務取締役 布施　　武�

取　締　役 吉田　英穂�
取　締　役 水谷　正史�
取　締　役 犬伏　泰夫�
取　締　役 天野　一敏�
取　締　役 佐々木晃一�
取　締　役 山口　　努�
取　締　役 升谷　治樹�
取　締　役 長瀬　悠一�
取　締　役 永田　正男�
取　締　役 木村　雅彦�
取　締　役 高橋　秀敏�
常勤監査役 中村佐千夫�
常勤監査役 三宅　　洋�
監　査　役 小澤　正俊�
監　査　役 馬淵　隆之�

取締役・監査役（平成14年9月30日現在）�

●株式の状況�

●大株主�

株　　　主　　　名� 所有株式数�
（千株）�

持株比率�
（％）�

《資産の部》�

流 動 資 産�

固 定 資 産�

�

資　産　合　計�

《負債の部》�

流 動 負 債�

固 定 負 債�

《少数株主持分》�

《資本の部》�

資 本 金�

資 本 剰 余 金�

利 益 剰 余 金�

土地再評価差額金�

その他有価証券評価差額金�

為替換算調整勘定�

自 己 株 式�

負債､ 少数株主持分及び資本合計�

255,316

109,360

145,955

255,316

175,161

110,359

64,802

7,607

72,547

17,009

16,942

36,927

39

3,635

△2,006

△0

255,316

256,151

108,387

147,764

256,151

172,288

114,721

57,566

8,097

75,766

17,009

16,942

38,599

39

4,294

△1,114

△4

256,151

244,671

96,364

148,307

244,671

161,744

109,905

51,838

7,604

75,323

17,009

16,942

39,626

39

3,840

△2,059

△75

244,671

科　　　　　目�

中間連結貸借対照表� 中間連結損益計算書�

83期中間�
平成14年9月末�

82期中間�
平成13年9月末�

82期�
平成14年3月末�

�

売 上 高�

売 上 原 価�

販売費及び一般管理費�

営 業 利 益�

持分法による投資利益�

その他営業外収益�

営 業 外 費 用�

経 常 利 益�

特 別 利 益�

特 別 損 失�

税金等調整前当期純利益�

法人税､ 住民税及び事業税�

法 人 税 等 調 整 額�

少 数 株 主 利 益�

当 期 利 益�

117,851

101,588

14,219

2,042

440

757

1,756

1,484

144

407

1,220

1,722

△971

264

204

121,390

102,719

14,509

4,161

679

842

2,238

3,445

99

190

3,355

2,811

△1,589

278

1,853

242,746

207,262

29,158

6,326

998

1,508

3,062

5,771

1,107

2,443

4,436

1,881

△675

622

2,609

科　　　　　目�
82期中間�
平成13年4月　�
～平成13年9月�

�

83期中間�
平成14年4月　�
～平成14年9月�

�

82期�
平成13年4月　�
～平成14年3月�

�

（単位：百万円）�（単位：百万円）�

連結情報（ご参考）�
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●会社設立　昭和14年9月8日�

●資 本 金　170億956万6,312円�

●従業員数　3,783名�

●主要製品　【懸架ばね部門】�
板ばね、巻ばね、スタビライザ、トーションバー、
スタビライザリンク、ラジアスロッド、アキュム
レータ、ガススプリング、サスペンションア－ム、
スタビリンカー�
【シート部門】�
自動車用シート、シ－ト用機構部品（リクライニ
ング、安全部品）および内装品（サンシェ－ド、�
トノカバ－）�
【精密ばね部門】�
ＨＤＤ用部品（サスペンションおよび機構部品）、
線ばね、薄板ばね、液晶・半導体検査用プロ－ブ
ユニット、精密接合品、精密加工品、応用機能ユ
ニット�
【産機部門】�
ろう付製品、セラミック製品、配管支持装置、駐
車装置、ポリウレタン製品、プリント配線板�
【情報セキュリティ部門】�
セキュリティシステム、警備端末機、磁気カード
リーダライタ、偽造防止システム、設計支援ソフ
トウェア�

●事 業 所　【本社・横浜事業所】�
横浜市金沢区福浦3丁目10番地�
【東京分館】�
東京都千代田区内幸町一丁目2番2号�
（日比谷ダイビル）�
【支店・営業所】�
横浜分室、北関東（群馬県）、浜松（静岡県）、名古屋、
大阪、広島、福岡、熊本�
【工　　場】�
横浜、群馬、太田（群馬県）、厚木（神奈川県）、伊勢
原（神奈川県）、伊那（長野県）、駒ヶ根（長野県）、
豊田（愛知県）、滋賀、野洲（滋賀県）�
�

発行する株式の総数 600,000,000 株�
発 行 済 株 式 総 数 244,066,144 株�
株 　 主 　 総 　 数 24,829 名�

三菱信託銀行退職給付信託大同特殊鋼口共同受託者�
日本マスタートラスト信託銀行㈱�

日商岩井㈱�

日本トラスティ・サービス信託銀行㈱（信託口）�
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9,504

7,406

7,282

6,432

6,395

6,098

12.7

7.8

5.5

4.9

3.9

3.0

3.0

2.6

2.6

2.5
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専務取締役 峰岸　　甫�
常務取締役 鈴木　啓一�
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取　締　役 吉田　英穂�
取　締　役 水谷　正史�
取　締　役 犬伏　泰夫�
取　締　役 天野　一敏�
取　締　役 佐々木晃一�
取　締　役 山口　　努�
取　締　役 升谷　治樹�
取　締　役 長瀬　悠一�
取　締　役 永田　正男�
取　締　役 木村　雅彦�
取　締　役 高橋　秀敏�
常勤監査役 中村佐千夫�
常勤監査役 三宅　　洋�
監　査　役 小澤　正俊�
監　査　役 馬淵　隆之�

取締役・監査役（平成14年9月30日現在）�

●株式の状況�

●大株主�

株　　　主　　　名� 所有株式数�
（千株）�

持株比率�
（％）�

《資産の部》�

流 動 資 産�

固 定 資 産�

�

資　産　合　計�

《負債の部》�

流 動 負 債�

固 定 負 債�

《少数株主持分》�

《資本の部》�
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255,316

109,360

145,955

255,316

175,161

110,359

64,802

7,607

72,547

17,009

16,942

36,927

39

3,635

△2,006

△0

255,316

256,151

108,387

147,764

256,151

172,288

114,721

57,566

8,097

75,766

17,009

16,942

38,599

39

4,294

△1,114

△4

256,151

244,671

96,364

148,307

244,671

161,744

109,905

51,838

7,604

75,323

17,009

16,942

39,626

39

3,840

△2,059

△75

244,671

科　　　　　目�

中間連結貸借対照表� 中間連結損益計算書�

83期中間�
平成14年9月末�

82期中間�
平成13年9月末�

82期�
平成14年3月末�

�

売 上 高�

売 上 原 価�

販売費及び一般管理費�

営 業 利 益�

持分法による投資利益�

その他営業外収益�

営 業 外 費 用�
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少 数 株 主 利 益�

当 期 利 益�

117,851

101,588

14,219

2,042

440

757

1,756

1,484

144

407

1,220

1,722

△971

264

204

121,390

102,719

14,509

4,161

679

842

2,238

3,445

99

190

3,355

2,811

△1,589

278

1,853

242,746

207,262

29,158

6,326

998

1,508

3,062

5,771

1,107

2,443

4,436

1,881

△675

622

2,609

科　　　　　目�
82期中間�
平成13年4月　�
～平成13年9月�

�

83期中間�
平成14年4月　�
～平成14年9月�

�

82期�
平成13年4月　�
～平成14年3月�

�

（単位：百万円）�（単位：百万円）�

連結情報（ご参考）�



第83期�
株主の皆さまへ�

平成14年4月1日から平成14年9月30日まで�
�

証券コード�5991

1.

2.

3.

4.

5.

基 　 準 　 日�
�
�
配当金受領株主確定日�
�
名 義 書 換 代 理 人�
�
�
同 事 務 取 扱 場 所�
�
�
同 事 務 取 扱 所�
（お問い合わせ先）�
�
�
�
同 取 次 所�
�
公 告 掲 載 新 聞�
�
貸 借 対 照 表 お よ び�
損 益 計 算 書 掲 載 の�
ホームページアドレス�

毎年3月31日�
その他必要がある場合は、あらかじめ公告いたします�
�
毎年3月31日および中間配当を行う場合は9月30日�
�
東京都千代田区丸の内一丁目4番3号�
UFJ信託銀行株式会社�
�
東京都千代田区丸の内一丁目4番3号�
UFJ信託銀行株式会社　証券代行部�
�
〒137-8081　�
東京都江東区東砂七丁目10番11号�
UFJ信託銀行株式会社　証券代行部�
電話　(03)5683-5111（代表）�
�
UFJ信託銀行株式会社　全国各支店�
�
日本経済新聞�
�
�
http://www.nhkspg.co.jp/ir/index.html

株主メモ�

古紙配合率100％再生紙を使用しています�

〒２３６-０００４　横浜市金沢区福浦3丁目10番地�
電話（045）786-7511�
http://www.nhkspg.co.jp/
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